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研究成果の概要（和文）： 
  従来法では大局的な特徴と局所的な特徴を用いた方法がある．ここでは，画像から２つの情
報を抽出して各々で類似度を測り，それを統合して識別することを考える．しかし，どちらの

情報が有効であるかは状況によって異なるはずである．そこで，新しい認識法の枠組みとして，

画像が来てから大局情報と局所情報のどちらを優先させるかを適応的に選択させることにした．

１３シーンを含む公開データセットを用いた実験により提案手法の有効性を評価し，これまで

の 1位を上回る精度を得ることができた． 
 
研究成果の概要（英文）： 
 There are global feature and local feature based methods. If we integrate local and 
global features, it is expected to be effective. However, effective integration weights are 
different for situation. Therefore, we propose new method which selects the integration 
weights adaptively after a test sample is given. We evaluated our method by using 13 
scene database, and the proposed method gave the state of the art performance. 
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１．研究開始当初の背景 

1990 年代には対象の大局的な見えを用
いた view-based や appearance-based 認
識法が主流であったが，2000 年代に入り
局所特徴量に基づく認識法の有効性が報

告され，今日では局所特徴量のみに基づく

方法が主流となっている．しかし，完全に

大局または局所特徴量に限定する必要は

全くない．各々利点と欠点があり，誤識別

するパターンにも違いがあるので，局所特

徴量と大局特徴量をうまく併用すべきで

ある． 
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２．研究の目的 
局所特徴量は対象の向きの変動や部分

的な隠れに頑健であるが，局所的な類似性

しか使わないため大局的な観点から見れ

ば簡単に認識できるものを誤認識するこ

とがある．一方，大局特徴量は対象の構造

情報を利用できるため，隠れや向き等の変

動がない時にはうまく認識できるが，見え

の変動の影響を受けやすい．この 2つをう
まく統合すれば精度が向上すると期待で

きるが，大局特徴量と局所特徴量のどちら

が有効であるかは状況に依存して変わる．

従って，この 2つを状況に応じて適応的に
統合する必要である． 

 
３．研究の方法 
 まずは局所特徴や大局特徴に基づく認識
法を確立し，その単純統合を試す．次に，状
況に応じて適応的に情報を選択する方法を
考案し，実験によりその有効性を示す． 
 
４．研究成果 
従来のパターン認識法では学習の段階で
局所特徴と大局特徴のどちらを優先すべき
が決めてしまうが，ここではテスト画像がき
てからどちらの特徴を優先すべきかを決め
る方法を提案し，１３シーンを含む公開デー
タセットを用いた実験により提案手法の有
効性を評価した．その結果，これまでの 1位
を上回る精度を得ることができた． 
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